
ひ
び
き 

シ
リ
ー
ズ 

平成22年度 

　政務調査費とは、市政に関する調査研究に資するため必要な経費（１人当たり年額12万円）の一部として

会派に対し所属議員数に応じて交付されるものです。  

　ここでは、平成22年10月から活動された分について概要を報告します。なお、詳細な報告については議会

事務局に備えてあります。 

政 光 会  

 

立 志 会  

日本共産党 

政 政 務 務 調 調 査 査 活 活 動 動 報 報 告 告 

地方交付税、特別交付税、一括交付金等について 

戸別所得補償、資源管理・漁業所得補償、TPP等について 

廃校施設の利活用について 

小中一貫教育について 

重要文化的景観について（「田染荘」を活用した取り組み事例） 
重要文化的景観について（「通潤用水」を活用した取り組み事例） 
市民アンケートと広報紙発行 

会　派　名 研修者氏名 研 修 ・ 調 査 内 容 研修地・開催地 

松 　 　 清  
　　住　威三美 
山 内 政 夫  
福 田 　 洋  
松 　 　 清  
　　住　威三美 
山 内 政 夫  
田 島 輝 美  
川 上 茂 次  
綾 香 良 一  
山 　 一 洋  

総務省及び内閣府 

農林水産省及び水産庁 

鹿児島県垂水市 

福岡県宗像市 

大分県豊後高田市 
熊本県山都町 
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慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
年
）
、 

平
戸
松
浦
氏
は
、
木
曽
仙
三

郎
義
利
を
大
島
政
務
役
と
し

て
召
請
し
て
い
る
。 

　
木
曽
氏
は
、
源
義
仲
を
始

祖
と
す
る
名
族
で
、
木
曽
義

昌
の
室
は
武
田
信
玄
の
娘
真

理
姫
で
あ
り
、
嫡
男
義
利
は

信
玄
の
外
孫
で
あ
る
。
後
年
、

義
昌
は
木
曽
か
ら
関
東
へ
移

封
さ
れ
、
義
昌
没
後
、
義
利

は
西
下
し
て
壱
岐
を
経
て
大

島
に
来
島
し
、
井
元
と
改
姓

し
て
い
る
。 

　
寛
文
元
年
（
一
六
六
〇
年
）
、

三
代
政
務
役
井
元
弥
七
左
衛

門
義
信
は
、
捕
鯨
業
を
創
業

し
て
成
功
し
、
藩
の
財
政
を

潤
し
庶
民
の
生
活
を
救
っ
て

い
る
。
捕
鯨
基
地
と
し
て
開

発
さ
れ
た
神
浦
は
、
現
在
の

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。 

　
前
平
の
「
政
務
役
の
墓
」

の
義
利
の
墓
碑
に
は
「
本
姓

木
曽
大
島
政
務
役
」
と
あ
り
、

奥
に
木
曽
祖
先
水
向
碑
が
あ

る
。
神
浦
に
は
鯨
見
物
の
藩

主
を
接
待
し
た
「
鯨
遠
見
兼

茶
室
」
跡
の
茶
屋
の
坂
石
垣
、

藩
主
が
奉
納
し
た
肥
前
型
鳥

居
な
ど
が
残
っ
て
い
る
。 

 

 

　
鉄
道
、
自
動
車
が
で
き
、

航
空
機
で
さ
え
手
軽
に
利

用
で
き
る
現
代
に
と
っ
て
、

江
戸
時
代
の
日
本
を
想
像

す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。 

　
江
戸
時
代
の
中
心
は
江

戸
に
あ
っ
た
が
、
玄
関
口

は
「
長
崎
」
で
あ
っ
た
。

そ
の
距
離
は
１，
０
０
０
㎞

に
も
及
ぶ
。 

　
な
ぜ
長
崎
が
江
戸
時
代

の
玄
関
口
に
な
っ
た
の
か
。 

　
帆
船
時
代
に
は
太
平
洋

を
越
え
て
、
東
側
か
ら
日

本
に
来
る
こ
と
が
困
難
だ

っ
た
。
江
戸
は
、
太
平
洋

と
い
う
自
然
に
守
ら
れ
て

い
た
。 

　
大
航
海
時
代
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
人
や
オ
ラ
ン
ダ
人
は

ア
フ
リ
カ
南
端
を
迂
回
し
、

海
を
越
え
て
き
た
。
種
子

島
に
鉄
砲
を
伝
え
、
ザ
ビ

エ
ル
が
鹿
児
島
に
上
陸
、

そ
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
や

オ
ラ
ン
ダ
人
が
平
戸
に
・
・
・
。 

　
長
崎
、
平
戸
は
、
こ
の

大
航
海
時
代
の
余
波
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
た
街
だ
。 

      

（
松
　
義
昭
委
員
） 

【
取
材
：
福
田
　
洋
委
員
】 

井
元
氏
鯨
組
の
祖 

▲政務役の墓（本姓木曽氏） 

▲茶屋の坂石垣（鯨遠見番所） 

平戸市議会だよりとかいせん 
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　東日本大震災に際し、平戸市議会として全国市議会議長会を通じ義援金30万円を支援いたしました。 

被災地の一刻も早い復興をお祈りいたします。 

義援金について義援金について 義援金について義援金について 義援金について 



平戸市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について         

平戸市行政組織条例の一部改正について         

平戸市インフォメーション条例の一部改正について         

平戸市大島インフォメーション条例の制定について         

平戸市総合衛生センター環境保全監視委員会条例の一部改正について         

平戸市が設置する一般廃棄物処理施設に係る生活環境影響調査結果の縦覧等の手続に関する条例の一部改正について         

平戸市特別会計条例の一部改正について         

平戸市国民健康保険保健福祉総合施設条例の一部改正について         

平戸市営キャンプ場条例の一部改正について         

平戸市田平港シーサイドエリア活性化施設条例の制定について         

平戸市田平港シーサイドエリア荷捌施設条例の制定について         

平戸市森林公園条例の制定について         

平戸市都市計画マスタープラン策定委員会条例の制定について         

平戸市奨学資金貸付基金条例の一部改正について         

平戸市社会体育施設条例の一部改正について         

平戸市未来創造文化振興基金条例の制定について         

平戸市水道事業の設置等に関する条例の一部改正について         

平成22年度平戸市一般会計補正予算（第７号）         

平成22年度平戸市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）         

平成22年度平戸市介護保険特別会計補正予算（第３号）         

平成22年度平戸市水道事業会計補正予算（第３号）         

平成23年度平戸市一般会計予算         

平成23年度平戸市給与管理特別会計予算         

平成23年度平戸市国民健康保険特別会計予算         

平成23年度平戸市後期高齢者医療特別会計予算         

平成23年度平戸市介護保険特別会計予算         

平成23年度平戸市農業集落排水事業特別会計予算         

 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 
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24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

 

原案可決 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

議 案 番 号 結　果 件　　　　　　　　　名 

　平成23年３月定例会が３月

２日から22日までの21日間の

日程で開かれました。 

　平成23年度一般会計予算案

など議案43件、請願１件、議

員提出議案２件が上程されま

した。 

　審議の結果は次のとおりです。 

 

※　議案第25号及び第27号に 

ついては、採決の結果、賛

成21、反対１により原案可

決されました。 

３月２日 

３日 

４日 

７日 

８日 

９日 

10日 

11日 

14日 

15日 

16日 

17日 

18日 

21日 

22日 

本会議 

休　会 

本会議 

本会議 

本会議 

委員会 

委員会 

委員会 

委員会 

休　会 

休　会 

休　会 

休　会 

休　会 

本会議 

開会、議案説明   

（議案研究）   

一般質問   

一般質問   

一般質問、議案質疑   

付託案件審査（総務・産建）   

付託案件審査（総務・産建）   

付託案件審査（文教）   

付託案件審査（文教）   

（度島・野子小中，中学校卒業式）   

議事整理日   

（小学校卒業式）   

議事整理日   

（春分の日）   

議案審議、閉会  

月 日 曜日 種　別 備　　　考 内　　　　容 
水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

※総務･･･総務常任委員会　産建･･･産業建設常任委員会　文教･･･文教厚生常任委員会 
※土日は省略 
 

  

  

  

  

  

 

 

総務･･･Ｐ５、 

産建･･･Ｐ６、 

文教･･･Ｐ７に掲載  

   

  

 

結　果 件　　　　　　　　　名 

結　果 件　　　　　　　　　名 

平戸市議会だよりとかいせん 
第25号  2011.５.１発行 

▲飯盛（※５月末完成予定） ▲薄香 ▲大島 

平成23年度平戸市宅地開発事業特別会計予算         

平成23年度平戸市あづち大島いさりびの里事業特別会計予算         

平成23年度平戸市電気事業特別会計予算         

平成23年度平戸市水道事業会計予算         

平成23年度平戸市病院事業会計予算         

平成23年度平戸市交通船事業会計予算         

平戸市辺地に係る総合整備計画の策定について         

平戸市辺地に係る総合整備計画の変更について         

あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について         

あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について         

あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について         

平成22年度平戸市一般会計補正予算（第８号）         

平成23年度平戸市一般会計補正予算（第１号）         

工事請負契約の締結について         

工事請負契約の締結について         

人権擁護委員候補者の推薦について         

          

子ども・子育てシステムに関する請願書         

          

平戸市議会委員会条例の一部改正について         

保育制度改革「子ども・子育て新システム」に反対する意見書        

原案可決 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

支障なし 

  

採　択 

  

原案可決 

〃 

議 案 番 号 結　果 件　　　　　　　　　名 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

請 願 番 号  

１ 

議案議番号 

１ 

２ 

平戸市議会だよりとかいせん 
第25号  2011.５.１発行 



報告番号 件　　　　　　　　　名 

件　　　　　　　　　名 

平成22年度　平戸市一般会計補正予算（第６号）に計上したもの 

　平成23年２月臨時会が２

月18日に開かれ、報告４件、

議案３件が上程され、審議

の結果、いずれも原案のと

おり可決されました。 

１ 

２ 

３ 

４ 

議案番号 

１ 

２ 

３ 

専決処分の報告について      

専決処分の報告について      

専決処分の報告について      

専決処分の報告について      

    

平成22年度平戸市一般会計補正予算(第６号)      

平成22年度平戸市水道事業会計補正予算（第２号）      

平成22年度平戸市病院事業会計補正予算（第２号）     

報 告 済 

〃 

〃 

〃 

結　　果 

原案可決 

〃 

〃 

結　　果 

事　業　区　分 事業費 
国費 県費 その他 一般財源 

円高・デフレ対応のための緊急総合経済対策    

　　　　　地域活性化交付金   

　　　　　　　　きめ細かな交付金  

　　　　　　　　住民生活に光をそそぐ交付金  

　　　　　子宮頸がんワクチン等予防接種  

158,046 

153,213 

153,213 

 

4,833

97,420 

92,587 

92,587 

 

4,833

570,380 

560,714 

522,721 

37,993 

9,666

  

314,914 

276,921 

37,993

財　　源　　内　　訳 

（単位：千円） 

阿奈田浄水場 

▲
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総務常任委員会 
委員長…近藤芳人　　副委員長…住江　夫 
委　員…川上茂次、宮本利男、山内政夫、山本芳久、　住威三美 

委
員
会
開
催
日
３
月
９
、
10
日 

（
文
責
・
近
藤
芳
人
委
員
長
） 

  

　
今
回
、
本
委
員
会
に
付
託
を
受

け
ま
し
た
案
件
は
、
議
案
12
件
で
、

審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
可

決
し
ま
し
た
。 

　
こ
こ
で
は
特
に
審
査
の
中
で
出

さ
れ
た
主
な
意
見
、
要
望
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

（
【
　 

】
は
所
管
課
名
） 

  

平
戸
市
行
政
組
織
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て 

 

　
今
回
の
改
正
は
、
総
務
部
所
管

で
あ
っ
た
企
画
課
を
市
長
公
室
に

移
管
し
、
市
長
公
室
を
政
策
推
進

課
と
企
画
課
の
２
課
体
制
と
す
る
。

ま
た
、
市
民
生
活
部
に
市
民
相
談

業
務
を
一
括
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。 

　
そ
の
ほ
か
、
所
管
業
務
の
見
直

し
と
し
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
所
管

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務

を
長
寿
保
険
課
に
、
観
光
商
工
部

の
課
名
を
観
光
課
と
商
工
物
産
課

に
、
生
涯
学
習
課
に
国
体
準
備
班

の
新
設
等
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。 

　
委
員
会
と
し
て
は
、
１
年
で
行

政
組
織
及
び
所
管
業
務
を
見
直
す

に
至
っ
た
経
緯
等
を
十
分
踏
ま
え
、

市
長
の
意
図
す
る
機
能
の
充
実
、

強
化
等
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ

う
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。 

【
総
務
部
総
務
課
】 

  

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
分
譲
に
つ

い
て 

 

　
販
売
の
実
績
が
上
が
ら
ず
、
委

員
会
と
し
て
も
そ
の
都
度
新
た
な

展
開
を
要
望
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
担
当
課
と
し
て
は
、
庁
内

会
議
を
行
う
と
と
も
に
、
不
動
産

業
者
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
等
の
意

見
聴
取
を
行
い
、
そ
の
中
で
共
通

し
た
意
見
と
し
て
価
格
の
見
直
し

の
必
要
性
が
挙
げ
ら
れ
た
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。 

　
現
在
、
不
動
産
鑑
定
士
に
鑑
定

評
価
を
依
頼
し
、
適
正
価
格
の
把

握
に
努
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
よ
り
よ
い
方
向
性
を
見
出
し
、

販
売
促
進
に
拍
車
が
か
か
る
こ
と

を
大
い
に
期
待
す
る
。 

【
総
務
部
財
政
課
】 

  

平
成
23
年
度
平
戸
市
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て 

 

　
定
住
促
進
対
策
事
業
に
つ
い
て

は
、
大
都
市
圏
で
の
「
な
が
さ
き

田
舎
暮
ら
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
へ
の

参
加
や
田
舎
暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー
、

田
舎
暮
ら
し
情
報
誌
へ
の
広
告
、

定
住
対
策
委
員
会
（
仮
称
）
の
設

置
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
強
化
、
定

住
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
等
が
上
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
よ
り
平
戸
を
知

っ
て
も
ら
う
た
め
の
情
報
発
信
が

重
要
で
あ
る
。 

　
し
た
が
っ
て
、
そ
う
い
っ
た
面

の
整
備
・
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

今
後
は
行
政
の
み
の
対
応
だ
け
で

な
く
、
実
際
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
で
来

ら
れ
た
方
々
や
不
動
産
業
者
等
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
対
策
を
講

じ
、
定
住
促
進
に
当
た
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
要
望
し
た
。 

【
総
務
部
企
画
課
】 

 

　
ノ
ー
ル
ト
ワ
イ
ケ
ル
ハ
ウ
ト
市

姉
妹
都
市
締
結
事
業
は
、
青
少
年

の
サ
ッ
カ
ー
交
流
を
通
じ
て
今
後

も
お
互
い
の
交
流
を
深
め
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
。 

　
オ
ラ
ン
ダ
商
館
開
館
時
期
に
合

わ
せ
て
締
結
式
典
を
実
施
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
人
的
交
流
等
に
と

ど
ま
ら
ず
、
今
後
は
経
済
交
流
等

に
も
発
展
す
る
よ
う
望
む
。 

【
市
長
公
室
】 

 

　
市
民
総
合
相
談
室
設
置
事
業
に

つ
い
て
は
、
行
政
に
精
通
し
た
方
、

消
費
者
問
題
の
研
修
を
受
け
ら
れ

た
方
等
を
考
え
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
専
門
的
な
知
識
を
有

す
る
資
格
者
の
配
置
に
よ
り
的
確

な
回
答
が
得
ら
れ
る
と
思
考
す
る

の
で
、
十
分
考
慮
の
上
、
円
滑
な

る
業
務
の
遂
行
が
図
ら
れ
る
よ
う

要
望
し
た
。 

【
市
民
生
活
部
市
民
課
】 

   

議
案
第
38
号
「
平
戸
市
辺
地

に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
変

更
に
つ
い
て
」 

 

　
こ
の
中
で
度
島
診
療
所
及
び
医

師
住
宅
の
老
朽
化
に
伴
う
立
て
替

え
等
の
整
備
計
画
が
上
げ
ら
れ
て

い
る
。 

　
特
に
診
療
所
建
設
に
か
か
る
坪

単
価
が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
そ
の

根
拠
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
度
島
と

同
一
規
模
の
地
域
を
参
考
に
算
出

等
を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
財
政
が
厳
し
い
の
で
十
分
精
査

を
す
る
よ
う
意
見
す
る
と
、
事
業

費
の
圧
縮
に
努
め
い
く
と
の
回
答

が
あ
っ
た
の
で
、
委
員
会
と
し
て

は
こ
れ
を
了
承
し
た
次
第
で
あ
る
。

　
ま
た
、
医
師
住
宅
に
つ
い
て
は
、

景
観
等
に
も
配
慮
し
た
木
造
住
宅

が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い

っ
た
意
見
が
多
数
出
た
の
で
、
十

分
考
慮
し
整
備
を
図
る
よ
う
要
望

し
た
。 

【
総
務
部
企
画
課
】  

１
階
市
民
課
横
に
あ
り
ま
す 

▼  



　
今
回
、
本
委
員
会
に
付
託
を
受

け
ま
し
た
案
件
は
、
議
案
18
件
で
、

審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
可

決
し
ま
し
た
。 

　
こ
こ
で
は
特
に
審
査
の
中
で
出

さ
れ
た
主
な
意
見
、
要
望
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

（
【
　
】
は
所
管
課
名
） 

 

平
戸
市
大
島
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
条
例
の
制
定
に
つ
い

て 

 

　
使
用
料
の
う
ち
〝
広
告
等
の
た

め
壁
面
の
利
用
〞
の
使
用
料
５
千

２
５
０
円
に
つ
い
て
、
平
戸
市
港

湾
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
利
用
料
金
と

同
額
で
あ
る
が
ど
の
よ
う
な
考
え

方
な
の
か
と
の
質
問
に
対
し
、
大

島
内
で
の
広
告
で
は
あ
る
が
１
平

方
メ
ー
ト
ル
使
用
で
き
、
年
額
で

あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
妥
当
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
た
だ

し
、
効
果
に
つ
い
て
は
検
証
し
て

い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。 

【
建
設
部
都
市
計
画
課
】 

  

平
戸
市
田
平
港
シ
ー
サ
イ
ド

エ
リ
ア
活
性
化
施
設
条
例
・

荷
捌
施
設
条
例
の
制
定
に
つ

い
て 

 
　
オ
ー
プ
ン
に
向
け
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
事
務
を
進
め
、
余
裕
を

も
っ
た
準
備
が
で
き
る
よ
う
要
望

し
た
。
　 

　
ま
た
、
同
時
オ
ー
プ
ン
に
つ
い

て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
性
質
上

困
難
で
あ
る
と
の
こ
と
か
ら
、
活

性
化
施
設
に
つ
い
て
は
平
成
24
年

の
早
期
に
、
荷
捌
施
設
に
つ
い
て

は
平
成
23
年
12
月
の
オ
ー
プ
ン
を

そ
れ
ぞ
れ
目
指
す
と
の
方
針
が
示

さ
れ
た
。 

【
観
光
商
工
部
・
農
林
水
産
部
水

産
課
】 

       

森
林
病
害
虫
獣
対
策
事
業
に

つ
い
て 

 

　
松
く
い
虫
防
除
に
つ
い
て
他
市

町
を
含
め
広
域
的
に
一
括
し
て
防

除
を
行
わ
な
け
れ
ば
効
果
が
な
い

の
で
は
な
い
か
と
の
質
問
に
対
し
、

地
元
の
意
見
を
尊
重
し
止
め
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。 

　
た
だ
し
今
後
は
、
県
及
び
地
域

の
松
く
い
虫
防
除
協
議
会
と
も
防

除
方
法
を
含
め
十
分
協
議
し
た
い

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。 

【
農
林
水
産
部
農
林
課
】 

  

平
成
23
年
度
平
戸
市
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て 

 

　
農
援
隊
設
置
事
業
に
つ
い
て
は
、

７
人
の
隊
員
が
１
８
９
人
の
認
定

農
業
者
を
対
象
と
す
る
こ
と
か
ら
、

利
活
用
の
公
平
性
を
ど
の
よ
う
に

保
つ
の
か
と
の
質
問
に
対
し
、
利

用
す
る
場
合
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を

行
な
い
、
認
定
農
業
者
の
意
向
を

公
平
に
取
り
入
れ
る
よ
う
調
整
を

図
り
進
め
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ

っ
た
。 

【
農
林
水
産
部
農
林
課
】 

　 

 

　
地
域
水
産
物
供
給
基
盤
整
備
事

業
の
う
ち
釜
田
漁
港
の
防
波
堤
工

事
に
つ
い
て
は
、
水
面
の
静
穏
が

図
ら
れ
る
一
方
で
水
質
の
悪
化
等

が
懸
念
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

の
質
問
に
対
し
、
工
法
に
つ
い
て

は
国
・
県
・
地
元
と
十
分
協
議
を

行
い
な
が
ら
事
業
を
実
施
し
た
い

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。 

【
農
林
水
産
部
水
産
課
】 

 

　
シ
ー
サ
イ
ド
販
売
促
進
事
業
の

業
務
委
託
料
に
つ
い
て
の
質
問
に

対
し
、
田
平
港
シ
ー
サ
イ
ド
エ
リ

ア
活
性
化
施
設
開
設
に
伴
う
準
備

段
階
か
ら
運
営
に
至
る
ま
で
の
指

導
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
係
る
経
費
で

あ
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。 

　
こ
れ
に
対
し
、
オ
ー
プ
ン
し
て

か
ら
の
運
営
状
況
こ
そ
が
本
市
活

性
化
の
成
否
に
つ
な
が
る
の
で
、

オ
ー
プ
ン
後
の
検
証
も
継
続
し
て

実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。 

　
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
周
遊
観
光
事

業
に
つ
い
て
は
、
相
互
に
連
携
し

た
取
り
組
み
と
し
て
評
価
し
た
う

え
で
、
平
成
24
年
10
月
下
旬
に
ハ

ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
を
中
心
に
開
催
さ

れ
る
第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
長
崎
県
大
会
等
も
見
据
え
、
本

市
に
誘
客
が
期
待
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
を
念
頭
に
事
業
推
進
に
当

た
る
よ
う
要
望
し
た
。 

【
観
光
商
工
部
】 

  

そ
の
他 

 

　
付
託
案
件
外
で
、
港
湾
整
備
事

業
で
あ
る
県
工
事
の
大
島
港
神
浦

防
波
堤
建
設
に
つ
い
て
は
、
県
が

地
元
に
説
明
を
行
い
、
協
議
が
整

わ
な
け
れ
ば
事
業
を
進
め
な
い
と

い
う
方
針
で
あ
る
た
め
、
窓
口
と

な
る
都
市
計
画
課
に
お
い
て
も
地

元
と
県
の
調
整
役
と
し
て
十
分
役

割
を
果
た
す
よ
う
要
望
し
た
。 

委
員
会
開
催
日
　
３
月
９
、
10
日
 

     

（
文
責
・
平
石
博
　
委
員
長
） 

産業建設常任委員会 
委員長…平石博　　　副委員長…松　義昭　　 
委　員…綾香良一、川渕洋海、福田　洋、松　　清、松山定夫、山内清二 

▲釜田漁港（手前は横島） 

 

　
今
回
、
本
委
員
会
に
付
託
を

受
け
ま
し
た
案
件
は
、
議
案
18

件
、
請
願
１
件
で
、
審
査
の
結

果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。 

　
こ
こ
で
は
特
に
審
査
の
中
で

出
さ
れ
た
主
な
意
見
、
要
望
な

ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

（
【
　
】
は
所
管
課
名
） 

  

利
用
者
に
対
す
る
救
済
策
の

検
討
を
！ 

 

　
市
内
産
業
に
５
年
間
の
継
続

的
就
業
を
課
す
こ
と
で
償
還
金

の
返
還
を
免
除
す
る
産
業
後
継

者
奨
学
生
の
制
度
に
つ
い
て
、

雇
用
主
の
都
合
に
よ
る
退
職
の

場
合
に
は
奨
学
金
返
還
に
至
る

前
の
段
階
で
何
等
か
の
救
済
が

で
き
な
い
の
か
検
討
を
要
請
し

た
。 

【
教
委
教
育
総
務
課
】 

  

生
徒
理
解
を
深
め
る
た
め
に 

 

　
生
徒
理
解
支
援
事
業
（
新
規

事
業
）
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

の
心
理
状
況
を
理
解
し
、
よ
り

良
い
学
級
集
団
の
育
成
を
助
長

す
る
た
め
に
市
内
の
全
中
学
校

に
お
い
て
の
心
理
検
査
を
実
施

す
る
も
の
で
あ
り
、
何
ら
か
の

ケ
ア
が
必
要
な
場
合
に
は
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
・
各
種
機
関

と
の
連
携
に
も
活
用
を
図
る
と

の
考
え
が
示
さ
れ
た
。 

【
教
委
学
校
教
育
課
】 

  

介
護
・
福
祉
、
さ
ら
に
充
実
！ 

　 　
介
護
・
福
祉
分
野
の
横
断
的

な
連
携
強
化
と
高
齢
者
関
連
の

市
民
サ
ー
ビ
ス
充
実
の
た
め
に

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
本
庁
内

に
移
し
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置

す
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。 

　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

設
置
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

医
療
ケ
ア
と
介
護
ケ
ア
を
同
時

に
受
け
ら
れ
る
こ
と
や
専
属
職

員
に
よ
る
24
時
間
対
応
の
体
制

が
整
う
こ
と
等
が
挙
が
っ
た
。 

【
福
祉
保
健
部
保
健
セ
ン
タ
ー
】 

    

保
存
団
体
の
研
鑽
と
地
域
表

現
に
期
待
！ 

 

　
夏
に
予
定
し
て
い
る
平
戸
ジ
ャ

ン
ガ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
事

業
に
つ
い
て
、
文
化
財
の
保
存
・

継
承
活
動
を
行
う
団
体
の
研
鑽
と

地
域
表
現
の
好
機
と
し
て
評
価
す

る
も
、
出
演
者
数
の
確
保
や
費
用

負
担
な
ど
保
存
団
体
の
協
力
が
不

可
欠
と
の
指
摘
に
対
し
、
所
管
課

と
し
て
は
、
理
解
を
得
な
が
ら
開

催
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
き

た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

【
教
委
文
化
遺
産
課
】 

  

基
金
の
取
り
扱
い
を
議
論
！ 

 
　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
財

政
調
整
基
金
に
つ
い
て
、
被
保
険

者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
な
か
多
額

の
基
金
を
積
み
立
て
て
お
く
必
要

が
あ
る
の
か
、
国
が
検
討
し
て
い

る
制
度
の
広
域
化
が
実
現
す
る
と

税
率
改
定
等
も
想
定
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。 

　
こ
の
基
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
本
委
員
会
か
ら
は
、
総
合
的
に

あ
ら
ゆ
る
視
点
か
ら
研
究
を
行
い
、

慎
重
に
対
応
し
て
い
く
よ
う
要
請

し
た
。 

【
福
祉
保
健
部
長
寿
保
険
課
】 

 

斎
場
運
営
の
見
通
し
は
？ 

 

　
斎
場
運
営
に
つ
い
て
、
離
島
を

除
い
た
市
内
斎
場
の
将
来
的
な
統

一
に
向
け
た
協
議
と
計
画
を
進
め

て
い
く
考
え
が
示
さ
れ
た
。 

　
本
委
員
会
は
、
今
後
議
論
す
べ

き
課
題
と
し
て
、
現
施
設
を
利
用

す
る
関
係
地
区
市
民
に
は
移
行
経

過
措
置
を
設
け
る
等
の
配
慮
を
要

請
し
た
。 【

市
民
生
活
部
市
民
課
】 

   

▲訪問看護ステーション 

▲ジャンガラ（平戸地区） 

平戸市議会だよりとかいせん 
第25号  2011.５.１発行 

平戸市議会だよりとかいせん 
第25号  2011.５.１発行 

委
員
会
開
催
日
　
３
月
11
、
14
日 

   

文教厚生常任委員会 
委員長…浦　荘藏　　副委員長…大久保堅太 
委　員…小川　友、田島輝美、辻　賢治、山　一洋、山田能新 



ノールトワイケルハウト市姉妹都市締結事業  

平戸市振興公社公益法人移行事業  

ブロードバンドニーズ調査事業  

平戸オランダ商館活用まちづくり提案事業  

登記情報照合事業  

事務処理安定化支援事業  

療育支援センター耐震診断事業  

地域子育て創生事業  

　子育てガイドブック作成事業 

　子育て親社会参加促進事業 

育児団体活動支援事業  

保育所等あり方検討委員会運営事業  

災害時要援護者避難支援システム導入事業  

健康ウォーキングガイドブック作成事業  

働く世代への大腸がん検診推進事業  

農地情報利用効率化対策事業  

農援隊設置事業  

漁業担い手確保支援交付金事業  

漁港管理システム化事業  

まちなか活性化基本計画策定事業  

「平戸あご」ブランド確立支援事業  

シーサイド販売促進事業  

観光施設等景観保全事業  

鄭成功生家再現調査事業 

「平戸新八景」認定事業  

平戸港観光導線調査事業  

平戸城活用検討事業 

観光施設台帳整備事業  

観光ガイド育成事業  

わがまち観光地づくり事業   

 

課名 事業費 摘　　　　　　　要 事　　業　　名 

オランダの同市との姉妹都市締結経費 

(財)平戸市振興公社の公益法人化に伴う支援 

光サービス整備の検証を行う 

短期アクションプランに基づく取り組み 

固定資産課税台帳と法務局の登記情報の照合を行う 
(緊急雇用) 

障害福祉サービスを行う施設の事務処理の円滑化を図る 
ための支援 

障害児の通所サービスを行う療育支援センターの耐震診断経費 

 

子育てに関するガイドブックの作成 

市主催の講演会等における託児ボランティアの派遣 

子育てサークルの連合組織の活動に対し支援を行う 

公立保育所等のあり方の検討会を設置 

災害時における要援護者に対する円滑な避難支援体制を 
とるためのシステム導入 

生活習慣病予防のためのガイドブック作成 

大腸がん検診費用の無料化(40～60歳の５歳毎) 

農地地図情報システムを導入 

認定農業者への農作業の支援(緊急雇用) 

市内の漁家子弟において新卒者が親元に残り、新規就労 
者として漁業に従事する場合に対して支援 

漁業背後集落及びプレジャーボートの係船状況調査及び 
データの数値情報化(緊急雇用) 

商店街のにぎわい創出や周辺の施設整備を総合的・計画 
に取り組むための計画策定 

“あご”についての情報発信や「平戸あご祭り」を開催 

田平港シーサイドエリア活性化施設の情報発信と集客イベ 
ントの開催 

観光地の除草等(緊急雇用) 

東アジア観光客誘客を目的とした新たな観光施設整備に 
係る調査費用ほか 

観光客や市民の視点から見た新たな観光スポットの掘り起こし 

観光地と平戸港周辺の駐車場を結ぶルートの検討 

専門家による平戸城の今後の整備方針や活用を検討 

施設台帳の整備及び観光施設冊子の作成(緊急雇用) 

平戸検定の実施経費、平戸検定の合格者から新たな観光 
ガイドを育成 

市民ボランティアによる観光案内所の設置 

 

372 

3,605 

710 

4,000 

6,200 

1,780 

1,781 

1,500 

(1,000) 

(500) 

165 

556 

5,439
 

 
428 

3,073 

3,780 

19,208 

4,800 

 
20,854 

403 

3,500 

12,117 

43,464 

1,195 

500 

903 

158 

1,935 

675 

340 

 

公室 

企画 

 

 

税務 

福祉 

 

 

 

 

 

 

 

 
保 健 
センター 

農委 

農林 

 水産 

 

 

 
商工 

観光 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円） 

（単位：千円） 

体験民泊ネットワーク推進事業 

ほんもの体験型観光推進事業  

テーマパーク観光プロモーション事業  

ハウステンボス周遊観光事業  

消防防災無線デジタル化整備事業  

小学校指導書等購入事業  

平戸子ども読本編纂事業  

子ども議会開催事業  

平戸市算数・数学検定事業  

生徒理解支援事業  

生月図書室整備事業  

サバイバル体験交流事業  

第69回国民体育大会平戸市実行委員会運営事業  

第69回国民体育大会開催準備事業  

全国高等学校総合体育大会平戸市実行委員会 
運営事業  

全国高等学校総合体育大会相撲競技選手強化 
育成事業  

和蘭商館関連施設発掘調査事業  

平戸ジャンガラフェスティバル開催事業  

平戸オランダ商館管理運営事業  

平戸オランダ商館企画展開催事業  

平戸オランダ商館開館記念事業  

平戸オランダ商館プロモーション事業  

平戸オランダ商館シャトルバス運行事業  

平戸オランダ商館交通誘導整理事業  

 

課名 事業費 摘　　　　　　　要 事　　業　　名 

市内体験民泊推進団体における資質向上のための研修等 
に対する助成 

まつうら党交流公社が中心となり取り組む体験型観光を 
支援(ふるさと雇用) 

市イベントを季節毎にパッケージ化し、総合的に対外的 
な観光プロモーションを行う 

ＨＴＢと本市を結ぶ定期観光バスを運行し、ＨＴＢから 
の観光客誘客を図る 

消防無線機及び移動系防災行政無線のデジタル化整備 
(基本設計) 

新学習指導要領改訂に伴う教師用の指導書等購入経費 

小学校低学年用向けの読本の作成 

中学生を対象にした子ども議会を開催 

算数・数学への関心・意欲を高め、小中学生等を対象とし 
検定を実施 

心理検査の実施 

生月支所の有効活用を目的とした図書室の整備 

小学生高学年を対象とした離島での自然体験学習 

H26開催に向けた実行委員会の設立 
開催種目：軟式野球、相撲 

競技大会の円滑な運営を期するための準備事務(緊急雇用) 

H25開催に向けた実行委員会の設立 
開催種目：相撲 

市内高校相撲部の選手強化育成のための支援 

田平町横島の発掘調査　　　 

「平戸ジャンガラ」の保存と振興を図ることを目的とした公開 

９月に開館する施設の管理経費、展示資料購入経費ほか 

開館に伴う企画展の開催 

記念式典・レセプションの開催経費 

開館に係る東京モノレールへの広告掲載など 

来館者のためのシャトルバス運行経費 

来館者の安全対策として導線内に交通誘導員を配置 
(緊急雇用)　　 

250 

3,114 

12,000 

8,834 

14,423 

 
18,633 

405 

142 

108 

478 

12,359 

721 

3,553 

5,629 

2,543 

500 

3,202 

1,307 

23,472 

4,390 

6,000 

16,383 

1,273 

19,501

観光 

 

 

 

 

 

 
消防 

教総 
学教 

 

 

 

 

生涯 

 

 

 

 
　 

 

 

文化 

鉄道駅周辺緊急環境整備支援事業  

耕作放棄地解消総合対策事業  

特用林産物活用施設整備事業  

水産物供給機能保全事業  

漁港施設機能強化事業  

たびら昆虫自然園太陽光発電施設整備事業  

過疎対策道路整備事業  

辺地対策道路整備事業  

まちづくり総合整備事業  

志々伎小学校校舎大規模改造事業  

生月図書室整備事業  

赤坂野球場整備事業  

課名 事業費 摘　　　　　　　要 事　　業　　名 

ＭＲたびら平戸口駅トイレ整備に対する助成 

耕作放棄地解消のための農地等の基盤整備に対する助成 

菌床しいたけの生産拡大のためのホダ木製造工場の増設整備補助 

飯盛漁港の長寿命化を図るための整備 

下中野漁港の機能強化整備 

太陽光発電設備及びＬＥＤ照明の設置 

後平梅崎線、神宮坂口線 

神山線 

港湾ターミナル整備 

大規模改造(H23～24) 

生月支所の有効活用を目的とした図書室の整備に係る設計 

国体の軟式野球会場となる施設の整備　 

26,267 

4,500 

57,542 

40,910 

40,910 

34,500 

40,000 

20,000 

16,300 

6,137 

1,600 

78,210

企画 

農林 

 

水産 

 

観光 

建設 

 

都市 

教総 

生涯 
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国
内
外
を
問
わ
ず
地
震
が
頻

発
し
て
お
り
、
い
つ
本
市
に

も
降
り
か
か
っ
て
く
る
や
も
し
れ
ず
、

住
民
も
不
安
を
隠
し
き
れ
な
い
の
で

は
な
い
か
と
推
察
す
る
。 

　
そ
の
た
め
に
も
１
日
も
早
い
公
共

施
設
及
び
公
共
的
施
設
の
耐
震
化
が

待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後

ど
の
よ
う
な
予
定
で
取
り
組
ん
で
い

か
れ
る
の
か
。 

【
市
長
】
平
成
18
年
１
月
に

耐
震
改
修
促
進
法
が
改
正
さ

れ
、
都
道
府
県
に
お
い
て
耐
震
改
修

促
進
計
画
を
策
定
し
、
市
町
村
に
お

い
て
も
計
画
的
な
耐
震
化
を
行
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
た
。 

　
こ
れ
に
よ
り
平
戸
市
耐
震
改
修
促

進
計
画
を
平
成
20
年
３
月
に
定
め
て

い
る
。
平
成
22
年
度
調
査
時
点
で
の

耐
震
化
率
は
74
％
と
な
っ
て
い
る
。 

【
教
育
次
長
】
小
中
学
校
の
耐
震
化

に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
度
完
了
時

点
で
75
・
６
％
に
な
る
。 

　
次
に
、
生
月
町
中
央
公
民
館
を
例

に
取
る
と
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐

震
補
強
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、
工

事
費
と
し
て
概
算
１
億
４
千
万
円
が

示
さ
れ
た
。 

　
ま
た
、
築
40
年
を
迎
え
、
本
体
の

老
朽
化
も
進
ん
で
お
り
、
そ
の
他
の

改
修
と
併
せ
る
と
約
３
億
円
の
改
修

費
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
建
て
替
え

を
含
め
ど
う
す
る
か
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
教
育
委
員
会
と
し
て
も
考

え
て
い
る
。 

近
年
、
少
子
高
齢
化
の
波
を

受
け
、
入
団
者
が
少
な
く
定

数
を
確
保
す
る
の
に
各
分
団
と
も
苦

労
さ
れ
て
い
る
。 

　
か
か
る
現
状
を
打
開
す
る
た
め
、

昨
年
の
７
月
よ
り
団
員
確
保
と
加
入

促
進
の
た
め
、
消
防
団
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
こ
の
７
カ

月
間
ど
の
よ
う
な
利
用
状
況
に
な
っ

て
い
る
の
か
。 

【
市
長
】
事
業
開
始
か
ら
約

半
年
を
経
過
し
た
ば
か
り
で
、

事
業
の
意
義
や
目
的
な
ど
が
周
知
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
一
定
の

効
果
が
出
る
状
況
に
は
至
っ
て
い
な

い
。 

　
今
後
と
も
本
事
業
の
意
義
や
目
的

な
ど
を
商
業
政
策
の
観
点
か
ら
も
地

道
に
説
明
し
、
消
防
団
と
家
族
、
加

盟
す
る
商
店
街
双
方
に
利
益
と
な
る

よ
う
努
め
、
消
防
団
員
の
確
保
を
図

り
た
い
。 

【
消
防
長
】
こ
の
事
業
の
優
遇
措
置

の
期
間
を
１
年
間
と
し
て
い
る
の
で
、

１
、
２
カ
月
前
に
は
期
間
延
長
の
意

思
確
認
、
利
用
状
況
や
ご
意
見
を
伺

い
た
い
。 

  

 

 

 

小
規
模
校
の
中
に
こ
そ
教
育

の
原
点
が
あ
る
と
長
野
県
八

坂
学
園
で
小
中
学
生
の
山
村
留
学
は

始
ま
り
、
私
は
平
成
９
年
に
山
村
留

学
を
訪
ね
、
素
晴
ら
し
さ
を
知
り
本

市
に
実
施
を
提
案
し
て
き
た
。
今
、

猶
興
館
大
島
分
校
と
大
島
村
の
学
習

意
欲
と
環
境
を
生
か
し
、
志
の
高
い

人
間
教
育
の
た
め
大
島
村
で
山
村
留

学
の
機
運
が
盛
り
あ
が
っ
て
い
る
か

ら
市
は
推
進
す
べ
き
だ
。 

【
教
育
長
】
複
式
学
級
解
消
、

切
磋
琢
磨
の
教
育
環
境
づ
く

り
、
伝
統
文
化
継
承
に
繋
が
る
山
村

留
学
に
注
目
し
、
全
市
的
取
り
組
み

の
課
題
解
決
に
真
剣
に
努
力
検
討
す

る
。 

根
獅
子
集
落
協
議
会
は
自
然

農
法
（
有
機
農
業
）
塾
を
周

年
開
講
し
、
棚
田
で
米
飯
と
酒
米
用

有
機
栽
培
の
オ
ー
ナ
ー
制
を
佐
賀
・

久
留
米
・
長
崎
県
立
の
三
大
学
や
福

岡
・
佐
賀
両
市
圏
と
契
約
し
、
棚
田

用
米
の
育
種
田
等
を
設
け
棚
田
農
業

に
取
り
組
む
が
、
本
市
も
化
学
農
薬

や
資
材
、
化
学
肥
料
を
用
い
な
い
有

機
農
業
を
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
だ
。 

【
市
長
】
有
機
農
業
と
環
境

保
全
型
農
業
に
取
り
組
む
農

業
者
と
関
係
機
関
で
推
進
体
制
を
整

備
し
、
平
戸
市
有
機
農
業
推
進
計
画

を
作
成
し
推
進
し
た
い
。 

重
文
景
地
区
に
景
観
農
業
振

興
地
域
整
備
計
画
を
策
定
し
、

景
観
と
調
和
の
と
れ
た
良
好
な
営
農

条
件
の
確
保
を
如
何
に
図
る
か
。
国

の
災
害
復
旧
工
事
の
不
採
択
農
地
や

イ
ノ
シ
シ
に
破
壊
さ
れ
た
石
垣
な
ど

の
復
旧
工
事
の
助
成
は
文
化
庁
補
助

金
で
出
来
る
の
か
。
集
落
機
能
再
編

や
地
域
力
発
掘
に
よ
る
振
興
策
と
、

重
文
景
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
計
画
を
策
定
し
、
住
民
が
生

き
甲
斐
を
持
ち
町
が
生
き
残
る
た
め

に
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す

べ
き
だ
。 【

教
育
次
長
】
景
観
農
業
振

興
地
域
整
備
計
画
も
関
係
課

と
連
携
し
て
対
応
し
、
棚
田
農
業
振

興
は
地
元
住
民
・
農
協
等
関
係
機
関

と
連
携
し
て
図
り
、
受
益
者
３
割
の

分
担
金
で
で
き
、
地
区
の
宝
掘
り
起

こ
し
な
ど
関
係
者
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
実
施
で
マ
ッ
プ
づ
く
り
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
議
員
の
質
問

ど
お
り
に
重
文
景
を
生
か
す
取
り
組

み
に
教
育
委
員
会
が
積
極
的
な
先
導

役
と
な
り
文
化
遺
産
課
と
生
涯
学
習

課
と
連
携
し
地
域
住
民
を
啓
発
し
ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
く
。 
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老
人
の
孤
独
感
、
疎
外
感
を

解
消
す
る
た
め
の
方
法
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
展
望
で
考
え
て

い
る
か
。 

 

【
市
長
】
高
齢
者
の
所
在
不

明
問
題
に
端
を
発
し
た
孤
独

死
な
ど
深
刻
化
し
て
い
る
。
地
域
社

会
と
の
希
薄
化
し
て
い
る
実
態
が
あ

る
。
高
齢
者
に
対
す
る
支
援
、
見
守

り
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。 

　
一
方
、
高
齢
者
の
中
に
は
生
涯
現

役
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
地
域
に

貢
献
し
て
い
る
方
も
い
る
。
世
代
を

超
え
て
た
た
え
あ
い
、
支
え
あ
う
ま

ち
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

田
平
出
張
所
が
廃
止
と
聞
く

が
、
継
続
と
い
う
形
で
配
慮
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。 

【
福
祉
保
健
部
長
】
運
営
が

厳
し
く
、
年
間
２
０
０
万
円

程
度
の
管
理
費
が
必
要
で
あ
り
、
対

応
が
難
し
い
と
聞
い
て
い
る
。 

老
人
施
設
に
入
所
希
望
の
待

機
人
員
の
現
状
は
ど
う
か
。 

【
福
祉
保
健
部
長
】
入
居
を

希
望
し
な
が
ら
待
機
し
て
お

ら
れ
る
方
は
、
実
数
で
２
７
７
名
、

延
べ
３
４
９
名
と
な
っ
て
い
る
。 

 

地
域
め
ぐ
り
あ
い
創
出
事
業

の
成
果
と
今
後
の
展
望
は
ど

う
か
。 

【
市
長
】
こ
の
事
業
は
人
口

減
少
、
少
子
高
齢
化
対
策
と

し
て
位
置
づ
け
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
平
戸
婚
活
の
す
す
め
」
と
題
し
て
、

こ
れ
ま
で
に
３
回
の
出
会
い
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
た
。
参
加
者
の
対
象
を

市
内
の
男
女
だ
け
で
な
く
、
福
岡
、

長
崎
市
、
佐
世
保
市
等
へ
範
囲
を
拡

大
し
実
施
し
た
。 

　
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
積
極
的

に
情
報
発
信
に
努
め
、
引
き
続
き
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
出
会
い
の
場
を

提
供
し
て
い
き
た
い
。 

沿
岸
漁
場
の
環
境
が
一
段
と

悪
化
し
て
い
る
。
現
状
の
中
、

磯
焼
け
調
査
状
況
と
、
人
工
魚
礁
の

設
置
計
画
は
。 

【
農
林
水
産
部
長
】
ハ
ー
ド

事
業
に
頼
っ
た
藻
場
の
回
復

は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
人
工
魚
礁

調
査
に
つ
い
て
は
、
概
ね
天
然
漁
場

と
変
わ
ら
な
い
と
の
報
告
を
受
け
て

い
る
。 

 

 

 

 

３
月
議
会
は
予
算
案
の
審
議

が
大
き
な
課
題
。
税
金
は
１

円
も
無
駄
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
観
点
か
ら
質
問
す
る
。 

　
私
ど
も
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は

約
３
０
０
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
質
問
す
る
。

第
１
に
職
員
や
議
員
の
出
張
旅
費
の

見
直
し
に
つ
い
て
。
長
崎
市
は
職
員

や
市
議
が
出
張
で
、
交
通
費
と
宿
泊

料
が
セ
ッ
ト
の
パ
ッ
ク
を
利
用
し
た

場
合
、
パ
ッ
ク
料
金
の
実
費
を
支
給

す
る
方
法
に
変
え
た
。
県
内
の
自
治

体
で
パ
ッ
ク
を
利
用
し
て
の
出
張
は

実
費
支
給
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

雲
仙
市
や
東
彼
杵
町
、
川
棚
町
な
ど

２
市
４
町
。
平
戸
市
で
は
、
市
長
や

議
員
が
、
３
万
円
の
パ
ッ
ク
で
１
泊

２
日
の
出
張
を
行
う
と
４
万
１
千
円

の
支
給
。
５
万
円
の
パ
ッ
ク
で
２
泊

３
日
な
ら
６
万
９
千
円
の
支
給
。
パ

ッ
ク
を
利
用
し
な
い
県
外
出
張
の
場

合
、
市
長
と
議
員
の
宿
泊
料
は
１
泊

が
１
万
４
千
８
０
０
円
、
日
当
が
３

千
円
。
例
え
ば
、
交
通
費
２
万
２
０

０
円
、
ホ
テ
ル
宿
泊
料
９
千
８
０
０

円
で
１
泊
２
日
の
出
張
。
実
費
は
パ

ッ
ク
と
同
じ
３
万
円
で
、
支
給
額
も

同
じ
４
万
１
千
円
。
交
通
費
３
万
４

０
０
円
、
ホ
テ
ル
宿
泊
料
９
千
８
０

０
円
で
２
泊
３
日
な
ら
実
費
は
パ
ッ

ク
と
同
じ
５
万
円
。
支
給
額
も
同
じ

６
万
９
千
円
。
平
戸
市
で
も
見
直
す

べ
き
だ
。 【

総
務
部
長
】
パ
ッ
ク
出
張

の
旅
費
の
見
直
し
は
考
え
て

い
な
い
。
パ
ッ
ク
で
は
な
い
日
当
、

宿
泊
費
は
適
正
な
水
準
と
思
っ
て
い

る
。 

市
長
の
公
用
車
の
見
直
し
に

つ
い
て
。
私
は
市
長
と
議
長

の
公
用
車
の
見
直
し
を
求
め
て
き
た
。

議
長
車
は
昨
年
の
買
い
替
え
で
も
、

ク
ラ
ウ
ン
と
な
っ
た
。 

　
２
月
臨
時
議
会
で
市
長
車
の
買
い

替
え
が
決
ま
っ
た
。
ト
ヨ
タ
の
エ
ス

テ
ィ
マ
、
予
定
価
格
は
５
３
５
万
円
。

現
在
の
ク
ラ
ウ
ン
を
５
年
前
に
購
入

し
た
と
き
、
予
定
価
格
が
４
９
８
万

円
、
入
札
価
格
は
４
８
２
万
円
。 

　
価
格
が
高
く
な
る
の
で
は
理
解
は

得
ら
れ
な
い
。
も
っ
と
低
価
格
の
車

を
検
討
す
べ
き
だ
。 

【
市
長
】
仮
に
ク
ラ
ウ
ン
よ

り
高
値
と
な
っ
て
も
、
２
年

間
で
取
り
戻
す
燃
費
の
よ
さ
が
メ
リ

ッ
ト
。 
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合
併
時
、
支
所
機
能
は
当
初

４
課
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
徐
々

に
本
庁
機
能
に
集
約
さ
れ
、
支
所
機

能
は
著
し
く
縮
小
さ
れ
た
感
が
あ
る
。

職
員
削
減
の
方
向
性
は
支
所
に
向
か

う
よ
う
に
思
う
が
、
今
後
の
方
針
に

つ
い
て
。 【

総
務
部
長
】
将
来
的
に
は

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
窓
口
業
務

を
維
持
し
つ
つ
も
、
配
置
職
員
の
縮

小
を
図
ら
ざ
る
を
え
な
い
。 

　
そ
の
場
合
、
地
域
の
継
続
、
発
展

の
た
め
の
方
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
。 

支
所
機
能
縮
小
に
伴
い
田
平
・

生
月
庁
舎
は
、
２
階
お
よ
び

３
階
部
分
が
空
き
家
状
態
と
な
っ
て

い
る
。 

　
私
は
以
前
、
田
平
・
生
月
両
支
所

の
有
効
活
用
を
述
べ
る
中
で
、
田
平

庁
舎
に
は
教
育
委
員
会
を
設
置
し
た

ら
い
か
が
か
と
質
問
し
た
が
、
そ
の

後
大
き
な
行
革
の
流
れ
の
中
で
、
組

織
の
再
編
等
も
含
め
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。 

　
空
き
庁
舎
を
活
用
す
る
こ
と
は
、

行
財
政
改
革
の
趣
旨
に
か
な
う
と
思

う
が
。 

【
市
長
】
田
平
・
生
月
両
庁

舎
に
は
空
ス
ペ
ー
ス
、
備
品

が
あ
る
一
方
、
本
庁
舎
は
会
議
室
、

執
務
室
が
狭
い
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。 

　
平
戸
・
生
月
両
大
橋
が
無
料
に
な

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
田
平
・
生
月
両

庁
舎
を
活
用
す
る
こ
と
は
行
政
運
営

上
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
う
。 

教
育
委
員
会
分
室
を
地
域
に

移
管
し
、
地
域
に
あ
っ
た
独

自
の
裁
量
権
を
持
つ
公
民
館
運
営
が

で
き
な
い
の
か
。 

【
教
育
長
】
教
育
委
員
会
の

組
織
全
体
に
か
か
わ
る
問
題

な
の
で
研
究
中
で
も
あ
り
、
し
ば
ら

く
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。 

【
市
長
】
教
育
委
員
会
に
お
け
る
協

議
を
注
視
し
な
が
ら
、
そ
の
提
言
を

き
ち
っ
と
受
け
止
め
て
検
証
を
し
て

み
た
い
。 

 

        

平
戸
市
再
生
整
備
計
画
の
事

業
概
要
と
今
年
度
の
整
備
計

画
を
お
示
し
願
い
た
い
。 

【
市
長
】
平
戸
港
周
辺
地
域

に
お
い
て
観
光
や
イ
ベ
ン
ト

等
の
情
報
発
信
拠
点
や
活
動
拠
点
を

整
備
し
、
観
光
都
市
と
し
て
の
賑
わ

い
を
創
出
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
計
画
し
て
い

る
。 

【
建
設
部
長
】
本
年
度
工
事
に
つ
い

て
は
亀
岡
循
環
線
に
２
億
９
千
２
３

０
万
円
を
予
定
し
て
お
り
、
本
工
事

費
、
委
託
料
、
用
地
及
び
補
償
費
を

計
上
。
港
湾
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業

は
１
千
６
３
０
万
円
で
、
委
託
料
と

し
て
補
償
費
算
定
及
び
建
物
設
計
を

計
上
し
て
い
る
。 

港
湾
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
に
お

い
て
観
光
拠
点
施
設
と
し
て

も
大
切
で
あ
る
が
、
離
島
航
路
の
待

合
所
機
能
を
充
実
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
高
齢
者
や
、
病
院
の
通
院
者
の
方
々

が
待
機
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
計
の

中
に
盛
り
込
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思

う
が
。 

【
建
設
部
長
】
今
後
、
利
用

計
画
の
作
成
・
協
議
を
関
係

機
関
、
関
係
団
体
、
地
域
の
方
と
行

う
。
規
模
、
構
造
等
の
問
題
に
つ
い

て
は
今
後
協
議
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。 

平
戸
市
情
報
セ
ン
タ
ー
（
図

書
館
と
北
部
公
民
館
）
建
設

用
地
は
平
戸
造
船
所
跡
地
を
第
一
候

補
に
あ
げ
て
い
る
が
、
用
地
交
渉
の

進
捗
状
況
は
。 

【
市
長
】
交
渉
中
で
あ
り
、

推
移
を
見
守
り
な
が
ら
判
断

す
る
。 

平
戸
港
あ
る
い
は
市
街
地
に

お
い
て
、
慢
性
的
な
駐
車
場

不
足
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
特
に
離

島
航
路
用
の
駐
車
場
が
な
く
、
度
島
、

大
島
に
観
光
や
仕
事
、
ま
た
お
盆
や

正
月
に
帰
省
す
る
際
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
の
整
備
計
画
は
。 

【
建
設
部
長
】
交
流
広
場
の

有
効
活
用
面
か
ら
有
料
駐
車

場
を
検
討
致
し
て
い
る
。 

み
な
と
公
園
と
し
て
旧
保
健

所
跡
地
の
整
備
計
画
が
あ
る

が
、
こ
こ
を
簡
易
の
駐
車
場
と
し
て

利
用
で
き
な
い
か
。 

【
総
務
部
長
】
今
年
度
、
採

石
を
敷
く
な
ど
、
あ
く
ま
で

も
簡
易
的
な
駐
車
場
と
し
て
整
備
を

し
た
い
。 

  

▲生月支所２階 ▲田平支所２階 

児
童
数
の
減
少
に
よ
り
廃
校

を
や
む
な
く
さ
れ
た
各
小
学

校
の
跡
地
利
用
は
、
地
元
住
民
の
要

望
を
十
分
配
慮
し
計
画
を
は
か
る
べ

き
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
扱

う
の
か
。 

【
教
育
次
長
】
地
域
の
重
要

な
施
設
で
あ
る
学
校
を
廃
校

す
る
に
当
た
り
、
各
地
域
か
ら
様
々

な
要
望
が
上
が
っ
て
い
る
。 

　
小
学
校
跡
地
利
用
検
討
委
員
会
、

あ
る
い
は
振
興
協
議
会
を
設
立
し
、

各
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
協
議
調

整
を
図
っ
て
い
る
。 

　
獅
子
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
体
育

館
は
無
償
貸
与
に
よ
り
地
元
に
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
校
舎
に
つ

い
て
は
早
急
に
解
体
し
、
跡
地
を
整

備
す
る
。
耐
震
性
の
あ
る
特
別
教
室

は
１
階
を
消
防
格
納
庫
兼
詰
所
と
し

て
、
２
階
に
つ
い
て
は
郷
土
資
料
館

及
び
小
会
議
室
と
し
て
の
要
望
が
あ

る
の
で
議
論
を
深
め
応
え
た
い
。
な

お
、
校
舎
解
体
は
平
成
23
年
度
、
消

防
格
納
庫
等
の
整
備
は
平
成
24
年
度

を
予
定
し
て
い
る
。 

　
宝
亀
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
体
育

館
は
無
償
貸
与
し
、
校
舎
は
早
急
に

解
体
し
跡
地
整
備
を
行
い
、
跡
地
に

消
防
格
納
庫
を
移
転
予
定
。
ま
た
耐

震
性
の
あ
る
特
別
教
室
は
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し
て
整
備
し
て

ほ
し
い
と
の
要
望
が
上
が
っ
て
い
る

の
で
協
議
し
応
え
た
い
。
な
お
消
防

詰
所
の
移
転
に
つ
い
て
は
地
元
消
防

団
と
十
分
協
議
し
た
い
。 

　
大
川
原
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
体

育
館
は
避
難
所
や
投
票
所
と
し
て
市

の
方
で
管
理
し
て
ほ
し
い
、
校
舎
に

つ
い
て
は
市
の
方
で
有
効
活
用
を
模

索
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
上
が
っ

て
い
る
。
な
お
校
舎
に
つ
い
て
は
民

間
よ
り
利
用
し
た
い
と
の
申
し
出
が

あ
る
の
で
、
地
元
と
協
議
し
決
定
し

た
い
。 

　
志
々
枝
小
学
校
早
福
分
校
に
つ
い

て
は
、
地
元
よ
り
無
償
貸
与
の
要
望

を
受
け
て
お
り
１
階
を
地
区
公
民
館

と
し
て
、
２
階
を
釣
り
客
の
簡
易
休

憩
所
兼
交
流
会
館
と
し
て
活
用
し
た

い
と
の
こ
と
で
あ
る
の
で
要
望
に
応

え
た
い
。 

　
野
子
小
学
校
高
島
分
校
に
つ
い
て

は
、
地
区
公
民
館
と
し
て
活
用
す
る

一
方
、
体
験
教
育
、
社
会
教
育
の
場

所
と
し
て
活
用
を
図
り
た
い
。 
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市
内
空
き
家
の
実
態
を
行
政

は
把
握
し
て
い
る
の
か
。
そ

の
空
き
家
を
活
用
し
、
定
住
促
進
に

つ
な
げ
る
た
め
に
利
用
が
可
能
で
あ

る
か
調
査
す
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら

に
空
き
家
活
用
情
報
シ
ス
テ
ム
を
創

設
す
る
空
き
家
バ
ン
ク
の
必
要
性
は
。 

【
総
務
部
長
】
空
き
家
の
活

用
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成

18
年
に
調
査
を
行
っ
て
い
る
。 

　
空
き
家
は
全
部
で
１
１
１
軒
あ
り
、

所
有
者
と
交
渉
の
結
果
提
供
で
き
る

空
き
家
は
10
軒
で
あ
っ
た
。 

　
現
在
つ
か
ん
で
い
る
情
報
は
３
軒

で
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
は
で
き
な

い
状
況
で
あ
る
。
市
と
し
て
は
前
回

調
査
か
ら
５
年
が
経
過
し
て
お
り
、

　
タ
ー
ン
者
が
増
加
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
こ
と
か
ら
本
市
と
し
て
も

空
き
家
バ
ン
ク
の
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。 

　
再
度
市
内
全
域
の
空
き
家
の
調
査

を
計
画
し
て
い
る
。 

市
内
に
あ
る
廃
屋
に
つ
い
て

所
有
者
の
移
転
・
死
亡
・
病

気
等
に
よ
り
長
年
放
置
さ
れ
安
全
が

確
保
さ
れ
な
い
建
物
で
あ
る
が
、
早

急
な
措
置
が
必
要
で
あ
る
。
行
政
と

し
て
で
き
る
こ
と
は
な
い
の
か
。 

【
建
設
部
長
】
廃
屋
は
破
片

の
落
下
や
倒
壊
の
危
険
性
、

青
年
犯
罪
事
件
発
生
の
可
能
性
等
生

活
環
境
へ
悪
影
響
を
与
え
、
地
域
住

民
の
安
全
な
生
活
を
阻
害
す
る
こ
と

か
ら
、
所
有
者
に
対
し
て
自
ら
必
要

な
是
正
等
を
行
う
よ
う
適
切
な
処
置

を
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
現
地
を

確
認
し
安
全
対
策
に
努
め
て
い
る
。 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開

設
に
つ
い
て
。 

【
市
長
】
本
市
で
は
子
育
て

家
庭
へ
の
支
援
事
業
と
し
て
、

地
域
の
保
育
所
に
お
い
て
一
時
預
か

り
、
休
日
保
育
が
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
地
域
人
材
の
活
用
に
も
な
り
期

待
で
き
る
事
業
で
あ
り
、
具
体
的
な

検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
目
的
外
利

用
に
つ
い
て
。 

【
教
育
長
】
ス
ク
ー
ル
バ
ス

管
理
運
営
規
則
で
定
め
ら
れ

た
許
可
基
準
に
合
わ
せ
、
本
市
及
び

教
育
委
員
会
が
主
催
・
共
催
す
る
行

事
等
５
項
目
で
利
用
が
可
能
で
、
運

転
は
市
が
指
定
し
た
運
転
者
と
定
め

ら
れ
て
い
る
。 

　
な
お
、
こ
う
し
た
児
童
・
生
徒
の

送
迎
以
外
の
目
的
外
利
用
は
年
間
１

０
０
回
以
上
さ
れ
て
い
る
。 

  

 

 



西
岡
参
議
院
議
長
に
要
望
書 

を
渡
す
山
田
委
員
長
と
竹
山 

議
長 

 

 
 

       

公
共
事
業
は
市
外
か
ら
の
お

金
、
い
わ
ゆ
る
国
・
県
か
ら

の
公
金
を
取
り
込
み
、
本
市
の
雇
用

創
出
に
最
も
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

そ
の
効
用
を
十
分
に
発
揮
す
べ
く
、

本
市
の
産
業
、
企
業
へ
の
制
度
上
の

規
制
、
規
則
の
撤
廃
、
緩
和
を
行
う

べ
き
で
あ
る
。 

【
市
長
】
地
場
産
業
の
活
性

化
、
雇
用
の
確
保
等
、
公
共

事
業
が
も
た
ら
す
経
済
効
果
を
考
慮

し
、
資
材
等
の
地
元
調
達
優
先
順
位

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
関
係
部
局

に
指
示
し
、
他
の
自
治
体
の
事
例
を

調
査
す
る
と
と
も
に
、
県
と
の
協
議

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
本
市
の
将
来

を
見
据
え
、
国
・
県
に
働
き
か
け
る
。 

崎
方
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、

図
書
館
等
の
整
備
に
当
た
り

市
内
の
森
林
資
源
を
有
効
に
活
用
す

べ
く
、
山
主
、
森
林
組
合
、
製
材
所
、

大
工
さ
ん
の
組
合
等
で
協
議
会
を
組

織
し
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。 

【
農
林
水
産
部
長
】
公
共
事

業
に
お
け
る
木
材
利
用
に
つ

い
て
は
公
共
建
築
物
木
材
利
用
促
進

法
が
昨
年
施
行
さ
れ
、
利
用
推
進
を

行
っ
て
い
る
。
市
内
木
材
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
地
元
雇
用
の
創
出
等
大

変
重
要
だ
と
認
識
す
る
も
、
林
内
作

業
道
の
整
備
な
ど
い
く
つ
か
の
課
題

も
あ
る
が
、
県
や
森
林
組
合
、
関
係

機
関
と
も
連
携
し
、
雇
用
も
含
め
た

林
業
の
振
興
を
図
っ
て
い
く
。 

国
は
補
助
金
等
を
一
括
交
付

金
化
し
、
そ
の
使
途
に
つ
い

て
は
自
治
体
に
任
せ
る
動
き
に
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
中
、
歩
道
の
整
備
に
お

い
て
幅
２
・
５
ｍ
の
歩
道
が
、
人
通

り
の
少
な
い
田
舎
道
に
お
い
て
も
整

備
さ
れ
て
い
る
。
国
も
県
も
市
も
非

常
に
厳
し
い
財
源
の
中
、
無
駄
な
お

金
は
使
わ
な
い
よ
う
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
工
事
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
市
長
】
ご
指
摘
の
よ
う
な

こ
と
が
、
地
方
の
裁
量
権
の

中
で
改
正
で
き
る
突
破
口
が
開
く
と

す
る
な
ら
ば
、
議
員
各
位
と
一
緒
に

国
に
要
望
し
た
い
。 

老
人
福
祉
施
設
整
備
に
あ
た

り
、
先
に
選
定
さ
れ
た
事
業

予
定
者
が
取
り
消
さ
れ
た
と
聞
い
て

い
る
。
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て
尋

ね
る
。 

【
市
長
】
ミ
ニ
特
養
サ
ー
ビ

ス
事
業
予
定
者
に
つ
い
て
は
、

２
月
２
日
に
選
定
の
取
り
消
し
を
行

っ
た
。
現
在
係
争
中
で
あ
り
、
今
後

の
事
業
展
開
に
つ
い
て
は
本
件
訴
訟

の
経
緯
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
と
の

協
議
を
行
な
い
、
調
整
を
図
っ
て
い

き
た
い
。 

  

 

 

        

交
付
税
が
減
り
始
め
る
平
成

27
年
度
を
目
途
に
本
格
的
な

業
務
改
革
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
業

務
改
革
と
は
、
お
客
様
（
主
に
市
民
、

納
税
し
て
い
る
企
業
、
観
光
客
な
ど
）

に
と
っ
て
、
安
く
早
く
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
た
め
に
、
現
状

業
務
を
劇
的
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
。

前
市
長
時
代
に
試
行
し
た
が
中
途
半

端
に
終
わ
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
過
去

の
反
省
も
踏
ま
え
、
早
速
具
体
的
な

進
め
方
を
決
め
、
実
行
に
移
す
べ
き

で
あ
る
。 【

市
長
】
人
員
削
減
を
継
続

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
の
た
め
に
は
、
業
務
量
の
偏
在
を

是
正
し
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
徹

底
や
行
政
制
度
や
業
務
の
見
直
し
に

よ
る
合
理
化
を
推
進
し
た
い
。 

①
ど
の
よ
う
な
方
法
で
業
務

改
革
を
進
め
る
の
か
。
②
そ

れ
は
過
去
に
取
り
組
ん
で
不
十
分
だ

っ
た
そ
れ
と
何
が
違
う
か
。
③
23
年

度
に
何
ら
か
の
予
算
を
組
ん
で
い
る

か
。
④
未
知
の
分
野
の
高
度
な
改
革

で
あ
る
か
ら
実
績
の
あ
る
手
法
を
採

用
す
べ
し
。
⑤
成
功
事
例
を
十
分
調

べ
る
必
要
が
あ
る
。
⑥
専
門
家
の
力

を
借
り
る
こ
と
も
必
要
。
⑦
全
庁
的

な
業
務
改
革
を
一
度
に
や
る
の
は
難

し
い
。
ま
ず
一
つ
の
業
務
分
野
に
絞

っ
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

試
行
す
べ
し
。 

 
【
総
務
部
長
】
①
庁
内
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
る
。
②
以
前
も
検
討
し
た
が
、

確
た
る
も
の
を
見
つ
け
出
せ
な
か
っ

た
。
職
員
の
行
革
マ
イ
ン
ド
を
さ
ら

に
高
め
、
事
業
に
臨
み
た
い
。
③
庁

内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の
で
予
算
は
計

上
し
て
い
な
い
。
④
そ
れ
も
手
だ
と

思
う
。
⑤
⑥
必
要
に
応
じ
て
対
応
す

る
。
⑦
い
い
方
法
で
あ
る
と
思
う
。 

委
員
会
で
の
検
討
が
23
年
度
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
24
年
度
。
全
庁
展
開
の
計
画
検
討

が
25
年
度
。
す
る
と
実
際
に
全
庁
展

開
に
残
さ
れ
た
年
限
は
２
年
。
時
間

に
余
裕
は
な
い
。 

【
総
務
部
長
】
進
捗
管
理
と

数
年
間
の
工
程
を
作
る
。 

意
識
改
革
は
必
要
だ
が
、
し

つ
け
で
は
な
く
仕
掛
け
が
必

要
だ
。
業
務
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
参
画
が
意
識
改
革
へ
の
大
い
な
る

気
づ
き
と
な
る
。 

【
市
長
】
重
要
な
観
点
だ
。

市
長
が
代
っ
た
こ
と
が
一
番

の
変
化
と
思
っ
て
ほ
し
い
。
過
去
に

は
お
役
所
的
な
ぬ
る
い
改
革
し
か
起

こ
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
経

験
説
か
ら
脱
却
し
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
考

え
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。 

 

平
成
23
年
度
予
算
と
財
政
見

通
し
だ
が
、
今
年
度
当
初
予

算
総
額
は
２
３
７
億
６
千
万
円
を
計

上
し
、
伸
び
率
は
５
・
４
％
と
な
っ

て
い
る
。
歳
入
は
市
税
で
約
１
億
円

減
の
26
億
６
千
万
円
を
計
上
し
、
地

方
交
付
税
で
１
０
５
億
円
を
見
込
ん

で
い
る
の
で
、
昨
年
比
９
・
５
％
の

伸
び
率
と
な
る
。
従
っ
て
今
年
度
の

歳
入
は
税
収
は
伸
び
ず
、
勢
い
構
成

比
44
％
の
１
０
５
億
円
を
計
上
し
て

い
る
地
方
交
付
税
に
依
存
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
で
、
市
に
は
財
政
計

画
が
な
い
の
で
財
政
計
画
を
策
定
す

る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
大
型
事
業

と
し
て
本
庁
舎
の
建
設
や
消
防
庁
舎

の
建
設
、
あ
る
い
は
総
合
情
報
セ
ン

タ
ー
の
建
設
等
が
喫
緊
の
課
題
と
し

て
あ
る
が
、
そ
の
年
次
計
画
は
。 

【
市
長
】
２
年
間
ま
だ
計
画

を
立
て
て
い
な
い
の
で
、
早

急
に
財
政
計
画
を
た
て
て
い
き
た
い
。 

【
総
務
部
長
】
大
型
事
業
に
つ
い
て

は
現
在
庁
内
で
は
議
論
は
十
分
な
さ

れ
て
い
な
い
。 

【
教
育
次
長
】
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
27
年
度
開
館
を
目
途
に

議
論
が
進
ん
で
い
る
。 

特
用
林
産
物
活
用
施
設
、
即

ち
ホ
ダ
木
製
造
施
設
に
つ
い

て
の
補
助
金
と
し
て
５
千
７
０
０
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
全
体
の
事

業
費
と
財
源
内
訳
及
び
経
済
効
果
は
。 

【
農
林
水
産
部
長
】
事
業
費

３
億
７
千
７
０
０
万
円
で
、

国
庫
補
助
金
１
億
８
千
万
円
、
自
己

資
金
１
億
４
千
万
円
で
完
成
す
る
。

次
に
経
済
効
果
に
つ
い
て
は
、
ホ
ダ

木
が
市
内
で
１
４
０
万
本
生
産
さ
れ
、

35
万
本
不
足
し
て
い
る
の
を
県
外
か

ら
調
達
し
て
い
る
。
従
っ
て
森
林
組

合
の
１
２
０
万
本
体
制
を
１
９
０
万

本
体
制
に
変
え
、
能
力
ア
ッ
プ
す
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
現
在
の
ホ
ダ
木
価

格
の
１
本
２
０
０
円
が
１
８
０
円
に

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
し
、
末
端
価
格
で
１

パ
ッ
ク
あ
た
り
４
円
程
度
生
産
原
価

が
下
が
る
。
現
在
の
生
産
原
価
96
円

か
ら
す
れ
ば
92
円
と
な
り
、
販
売
価

格
97
円
で
１
パ
ッ
ク
１
円
し
か
差
益

が
な
か
っ
た
が
５
円
の
利
益
が
出
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
事
業
に
よ
り
５

名
程
度
の
雇
用
増
に
な
り
、
１
９
０

万
本
体
制
に
な
る
と
35
万
本
ホ
ダ
木

が
余
分
に
な
り
、
新
規
シ
イ
タ
ケ
工

場
の
建
設
が
可
能
に
な
る
。
完
成
す

る
と
40
名
弱
の
雇
用
創
出
に
つ
な
が

り
、
生
産
高
及
び
雇
用
を
考
え
る
と

２
億
５
千
万
円
増
が
見
込
め
、
地
域

経
済
に
大
い
に
寄
与
す
る
も
の
と
考

え
る
。
　 

 

 

　
２
月
16
日
、
17
日
の
２
日
間
、

中
央
要
望
を
実
施
し
た
。
 

　
16
日
は
宮
島
、
北
村
衆
議
院

議
員
並
び
に
金
子
参
議
院
議
員
、

西
岡
参
議
院
議
長
に
直
接
面
談

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
松
浦
市

か
ら
佐
々
町
間
の
早
期
事
業
化
、

伊
万
里
道
路
、
伊
万
里
松
浦
道

路
の
早
期
整
備
促
進
に
つ
い
て
、

国
に
対
す
る
積
極
的
な
働
き
か
け

等
、
最
大
限
の
努
力
を
要
望
し
た
。
 

　
17
日
は
、
宮
島
衆
議
院
議
員
に

も
ご
同
行
い
た
だ
き
、
民
主
党
陳

情
要
請
対
応
副
本
部
長
及
び
国
土

交
通
大
臣
政
務
官
に
対
し
要
望
を

行
っ
た
。
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（
文
責
・
山
田
能
新
委
員
長
） 

平戸市議会だよりとかいせん 
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平戸市議会だよりとかいせん 
第25号  2011.５.１発行 

　保育の分野を成長が見込まれる「産業」と位

置づけ、幼稚園と一体化して市場化しようとす

る政策が推し進められようとしていることから、

経済効率最優先の保育制度改革「子ども・子育

て新システム」案に強く反対し、下記事項につ

いて特段の措置を講ぜられるよう強く要望する。 
 

記  

１　保育を産業化させることなく、児童福祉法

　第24条に基づく現行保育制度を堅持すること  

２　拙速で理念のない幼保一体化は行わないこ

　と  

３　児童福祉施設最低基準を国の責任において

　維持・改善すること 
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